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1　 目　的

　教師支援 ・生徒実践を視野に，生活環が短 い フ

ァ ス トプラ ン ツ （FP）1）
の 対立 形質（紫軸 ・

緑軸）の

交雑 ・交配実験プ ロ トコ ル を提案する。 また 日本

遺伝学会用語変更案（優性か ら顕性， 劣腔か ら不顕

性）に 関し，教師志望学生へ の意識調査 を行 う。

2　方　法

FP純系「顕性」親 Pl（紫軸）と 「不顕幽 親 P2（緑軸）

間で 交雑 し，F1（子）同志の 交配，　 F2（孫）で の形質

確認 とともに，市販 Fzの 形質分離比 と比較 した。

また顕性ホ モ ，ヘ テ ロ
， 不顕 性ホ モ 各接合体の

1：2；1 の 比 を導けるか検討 した 。 最後に理科教師

志望学生にア ン ケ
ー

トし，FPに よる 「分離の法則」

の観察 ・実験へ の 効果に関する考えを纏めた。

3　結果と考察

　 「顕陛 ・不顕性」 へ の 変更案に概ね賛成 の 学生

は 17名 （55％）で 「これまで 通 り」の 13名 （42％）

よ りは多か っ た 。
F2種子は シ ャ

ーレ発芽 3 日程で

形質を観察 した。紫 ：緑はカイ ニ 乗検定で も有意

に 3：1 に分離した （表 1 ）。 市販 F2種子 との 有意な

差は見られ なか っ た 。 また濃紫 ：薄紫 ：緑もほぼ

1：2 ：1に分離 し，遺伝子の働きが各々 2；1：0 の予想

に導ける結果だ っ た （表 2 ）。カイニ乗検定の計算

は エ クセ ル 計算シー トで各形質 の 個体数を入 力す

るだけで カイニ 乗値まで算出 され るように し た 。

4　 まとめ

　中学校理科 「遺伝の 規則性 と遺伝子」 で生徒自

身が 「分離の法則」を FP の交雑・交配実験で 導く観

察 ・実験プ ロ トコ ル を作成した 。 そ の 際「優 性」を

「顕性」，「劣性」を 「不顕陛」とい う日本遺伝学会提

言の 用語訳を採用 し，そ の こ と へ の 意見 も理科教

師志望学生か ら集約 した 。 そ の 結果，期待値と観

察値との差を評価するカイニ 乗検定も含め
， 概ね

中学校理科で使 えるプロ トコ ル が作成 され た 。

表 1 交雑・交配実験に よるF2の 形質分離 （紫・緑）

形質 紫 緑 分離比

1班 36 15 2．4 ：1

2 班 38 14 2．7：1

3班 35 16 2．2：1

4 班 40 12 3．3：1

5班 47 5 9．4：1

6班 35 16 2．2：1

7 斑 31 20 1．6：1

8班 41 9 4．6：1

計 303 107 2，8：1

分離比は緑を 1 とした。カイニ 乗値の 合計＝0．2634，有意水準 5％

自由度 1で はカイニ乗値＝3．841なの で 3：1と言える。

表2 交雑・交配実験に よる F2の 形 質分離 （濃紫・薄

紫
・
緑）

形 質 濃紫 薄紫 緑 分離 比

1班 18 18 15 1．2：1．2；1

2 班 10 28 14 0．7：2．0 ：1

3 班 13 22 16 0．8：L4 ：1

4 班 14 26 12 1．2：2．2 ：1

5 班 19 28 5 3，8 ：5．6 ：1

6 班 11 24 16 0．7 ：1．5 ：1

7班 12 19 20 0．6 ：LO ：1

8班 12 29 9 1．3 ：3．2 ：1

計 109194107 1．0 ：1．8 ；1

分離比は緑を1とした。カイニ 乗値の 合計＝・1．200，有意水準 5％自

由度 2 で は カイニ 乗値＝5．991 なの で 1：2：1 と言える。
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